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1.背景・目的

【太陽光発電施設を巡る流れ】

• JIS（日本産業規格） C8955太陽電池アレイ用支持物の設計用荷重算出方法(2017)
JIS C 8955太陽電池アレイ用支持物設計用標準(2004)から改訂

✓ パネル架台の低コスト化、特に、設置角度の緩傾斜化 (30° →10゜以下）
✓ 建造物屋根・屋上設置から地上設置に変化 (2011 年に建築基準法施行令から除外）
✓ メガソーラー化に伴う地上設置型の急増
・環境影響評価法（アセス法）および同法に係る条例

✓ 太陽光発電事業は2020年3月までアセス法対象外
✓ 例えば福島県では従来、「工業用団地造成事業」第2種事業として条例に含めるなど、地方自
治体で対応がまちまち

✓2020年4月太陽光発電所が対象事業に追加、出力3万kW以上の発電所が対象
✓ 福島市では出力 10kW以上が対象

太陽光発電所建設が真面に審査されるようになったのは最近

福島市での取り組みから、中山間地での太陽光発電施設設置に係る

地すべり工学の役割を考える
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・電力市珊の全面自由化 （電力疇入の選択殷多欅化）

・ロ見璽し （全量売電から自豪溝賣の饗遣へ）
・民層企鑽にKる膏エネの零先翼遍 (RE100)

• 50GS償続可饒な鱒発目ti)、E玄巧”'の漫透

．襴島斬エネ社会綱想の康定（水瓢社会実環のモデル鵬蔓）

・政府、纂●順、全国自治体f2050年カーポンニュートラル宣言J
•第 6 次エネルギ＿轟iii (jljエネの主力電瀑化た鬱底）

．斬塁コロナウイルスによる社姦置化

（じ刀エンス向上）

など

一1 2C”年＂エネ 10の“渭"2040年度頃を目途に県内エネルギー需蔓の100%
に相当するエネルギーを再生可艇エネルギーから

生み出す．
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・住宅用這元発電の多欅な但遣 （●電池やPP“”言用鴫）
ユ碩エ漬遍 (RE100Aの対応）に向けた大・壽入

・ 四童咄消・ 自豪溝賣叫衝•

②●カ

• 阿武層咆鴫における360MWO)i艮力発電の導入

．匹域が主体はわた更ね匹発電の導入 （斬瑣ボテンシャM)IIJ!i)

．厨繹勤動隈駆え””む洪生駐 簡 馳 ぽ 且肋磯討

〇 ＊~ 力

• 水道魔殴や農鑽用水厖などを活用した身近なljd発電の導入

•• 
・地元や関係奮尋との環解■成を精鰻とした珀熱発電 （概果塁） の撞遍
．既存渾景の活用尋による迅誡参Mは切迅熱バイ+)ーの導入

⑤パイオス

．欅 な々賣躙の青効酒用によるI（イオマス発電壽の壽入

® •糟層
．岱胡Uれの寧先導入．工嶋壽でのヒードもプ言用

胃生可•エネルー·の冑鴫...
・エネルギー・エージやシ＿ふくし甜叫る県内企戴～”おE支量

．膏エネ関遍技漏逼発·•鑽化や飯路拡大・瀾外震肩を撞遍

・裏校 ・大字生・企攣壽を対・とし因風力分野専aい人材青成・罐保

・這氾・奮軍雙月イクル鴫叫鼈瀧3たた砒 ジネスモデル"’璽

鱒•一・四域でのエネルギ→9活用 （四屋咆溝・スマートコミュニテ“≫駈釦

．躙填•一
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「嘔島市の●かな目需と転力ある景鐵を次世代へ守り隧ぐための

太霞光発電施設の設雷に関するガイドラインJ（畿豊）

會和元年10月31B纏行

福島市では、「福島市説炭棄社会実現実行ltlil（令和3年2月贄定）」に基づき、本市の地櫨特性にあっ

た菖生可艶エネルギーの導入を撞遣しておりますが．太陽光発電事集の実董に霞しては． 市RIことつてか
ltll';iの い ヘ しいい こ

益重墨であると考えております．

そうした考えから、本市では、景鶴や自然、安心安全な生活環墳との●和を1111ることなど配・すぺき事

項や手畿きを定め、事集者に対し．事集の適切な実崖を求めるガイドラインを粛定しました．

太陽光発●轟設の設量を検討、計1lしている事集書の方は、本ガイドラインの霞旨をご理鱗いただき．

遍守するよう努めてください．また、厩に着工している事粛者の方又は事集を実崖している事集書の方に

おいても．本ガイドラインの●旨に沿って、遍正な崖エや纏袴 ．讐理に努めてください．

******************************************* 
Iガイドラインの対象となる崖設 （第2条111!m ) 
●土地に自立して設量される

亨惰出力が 10キロワット以よの太陽光発電崖設

峯量纂物に該当するもの

事務所若しくは事集所又は工場と併設されるもの蚤諭<

I事拿書へ求める手畿き畢 l 峯イメージ圃

●事欝帽●及び匹 （寛4彙●儡）
太陽光発電崖設の設置を行う湯合｀太霞光発電篇設設置に関する法令等について｀当該篇設の規模1こ震l
わらず、市関係郷局及び関係行政機関と事前に相鎮、協纏を行ってください．
濠設置計画区箪によっては、計画の中止を會めた抜本的な見直し査求める場合もあります．

◆近鵬住民事に対する設胴会事の寅篇 （算6彙属儡）

計画の・賽が明らかになった轄点で、景讐シミュレーション亭を活用して｀麟望への影響やバネルの反
射による影・を事前に把璽できるようにしたうえで｀税胴金響を実崖してください．

ぽな設明内雰J
• 太陽光発電篇設の置晏 ・雨水鱒水itiii`災書対鑽の内喜 ・崖設廃止畿の●去に’
・累急騎1こ菫実に運絡を取ることができる1!i当者及び運絡先 等

福島市HP

ノーモアメガソーラー宣言

～地域共生型の再エネ推進の決意を込めて～

吾妻連峰と阿武隈高地に囲まれた盆地に、信夫山や花見山などの里山が点

在し、花やくだもの畑が広がる田園風景は、福島市民の誇りであり、 心に刻み

込まれたふるさとの光景です。

しかしながら、山あいに大規模太陽光発電施設の設置が相次ぎ、森林の伐採

や用地造成によって、景観が憲化してきています。そればかりか、保水機能の

低下によって災害の発生が危惧され、地域の安全性に対する市民の懸念も高

まっています。

私たちは、市民生活の安全安心を守り、ふるさとの景観を地域の宝として次

世代へ守り纏いでいかなければなりません。

福島市は、 災害の発生が危惧され、誇りである景観が損なわれるような山地

への大規模太陽光発電施設の設量をこれ以上望まないことをここに宣言 しま

す。設置計画には、市民と連携し、実現しないよう強く働きかけていきます。

一方、地球温暖化の防止は、私たちの未来を守る喫緊の諫題です。「福島市

ゼロカーポンシティ宣言」に掲げる2050年度の温室効果ガス捨出量実貫

ゼロを目指し、徹底した省エネルギー ・省資源化に取り組むととも

暉も導入しながら、本市の実情に応じ、 地域と共生する再生可能ネ昌息b刊1HP
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農林漁業の健全な発展と調和のとれた再生可能エネルギー電気の
発電の促進に関する法律の概要

h 農山漁村において農林漁業の健全な発展と調和のとれた再生可能エネルギー電気の発
を促進するための措置を講することにより、農山漁村の活性化を図るとともに、エネ

ルギー供給源の多様化に資するための制度を創設する。

農山漁村における再生可能エネルギー電気の発電の促進は、地域の関係者の相互の密接な
運携の下に、 訊雇の后an.I:&U惰紐的琵層を図ることを旨として行われなければならない。
② 地填の農林漁業の健全な発震に竹秤行糟林訥前rfに漁浪Rびその闇切の水園の帽保を図る
ため、これらの農林漁業上の利用と再生可能エネルギー電気の発電のための利用との講竪が
適正に行われなければならない．

2. 農林盪●の儘全な発晨と鯛和のとれた頁エネ発電の促道に闘する計画鯛虜

・円エネの導入による
地の活性化

・農林漁業の健全な発
に資する取組

・農林漁業との土地利
用の講竪

等について協議

一：乏［口．．林漁墓との這和 ＼ •更枯虫[q庄租竺巴Eき9町による

・地法、酪肉甑舅法、
繹＂法、濃潜濃曝帽●
法、遷岸法、自然公•
法及び濃景法

国・都遍府嘱
q50”粗の本惑9徊
槽青が各霞別，＇の評
亭響でml断）

: 
設聾傭計●
（設蝙整●書）

¥ I • 発電設爛の整爾の内容

農林水産省

農山漁村再生可能エネルギー法

協議会が設置され、地域住民、行政担当
者、法曹関係者、学識経験者、経済代表
者などが太陽光発電設備計画に関与

農林水産省HP
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2．土砂災害防止の観点から見た中山間地での太陽光発電所の問題点

農山漁村再生可能エネルギー法を活用した福島市での事例に基づく問題点

〔中山間地での太陽光発電施設設置の利点〕

・ 開拓パイロット事業で開墾された大規模農地が離農に伴い荒廃地化

→離農理由が地すべりである場合が少なくない

→荒廃地のままでは土砂災害発生原因

→太陽光発電施設の設置で荒廃地を整備、活用・地すべり、土砂災害の監視

〔中山間地での太陽光発電施設設置の欠点〕

・ 開発行為で定められる防災調整池の設置→大規模な調整池（集中浸透施設）

・調整池築造に伴う大規模な地形改変

• 太陽光パネル設置に伴う表流水の増加、浸透水の減少→地下水理の変化

・建設中の土砂災害防止対策が不充分
6 
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一3. 事例1ー吾妻小富士第1発電所

“此唸~RSITY
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吾妻小富士第1発電所の諸元

⑨連系変電所

磁塵’
面積：l86ha

太陽光パネル枚数：240,964枚

発電容量：DClOOMW,AC80MW 

年間発電量：110,lOOMWh

事業者：カナディアン・ソーラー・プロジェクト株式会社

施工者：juwi自然電力株式会社

⑦南1エ区 こヨ
{，汀南2エ区

已
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吾妻小富士第1発電所での対策

開拓パイロット事業跡地→灌木のみで木の伐採は少量

“此唸~RSITY

パネル設置に伴う表流水の増加

表流水の増加に伴う浸透水の減少→地下水の減少→裾野での環境に影響

地すべり地形を複数確認→表流水の増加・地下水の変化の及ぼす影響が懸念

〔解決策〕

降水から表流水，浸透水に分岐する比率を事前に把握

太陽光パネルの下に雨水浸透施設→浸透施設450基設置

防災調整池の細分・小規模化→防災調整池71カ所設置

地形改変を極力抑える・水循環システムを維持する

，
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松川水原発電所の諸元

面積：93.3ha

発電容量（計画）：

DC40MW, AC29.7MW 

ー

翠

1水原太閣光発屯市業 米本計両図
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松川水扉太陽光発｀涵集合国会社
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松川水原発電所での対策

開拓パイロット事業跡地→灌木のみで木の伐採は少量

中央に比較的大きく明瞭な地すべり地形を確認

〔解決策〕

なし
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5. まとめ

• 2020年以前に計画された太陽光発電所ばほぼ放置状態で建設→危険性大

• 太陽光発電所が真面に審査されるようになったのは最近→審査方法が未確立

・農山漁村再生可能エネルギー法での協議会のような地域住民をはじめとする多くの関
係者が参加する組織を活用することで多くの知見を集めてより良い発電所建設を進め
ることができる

・中山間地での太陽光発電施設設置では，開拓パイロット事業後の離農地などの荒廃を
防止すると共に，地すべり，土砂災害の監視ができる利点がある

• 中山間地での太陽光発電施設設置の欠点である調整池築造に伴う大規模な地形改変，
パネル設置に伴う表流水の増加と浸透水の減少に対して，地すべり工学や土木工学が
関わり，それらの知見を活用して挑戦することで，これら欠点を解決することができる
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